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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第53期
第１四半期
連結累計期間

第54期
第１四半期
連結累計期間

第53期

会計期間
自  平成24年３月１日
至  平成24年５月31日

自  平成25年３月１日
至  平成25年５月31日

自  平成24年３月１日
至  平成25年２月28日

売上高 (百万円) 35,025 37,925 141,589

経常利益 (百万円) 1,651 2,266 7,153

四半期(当期)純利益 (百万円) 899 1,345 2,906

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 892 1,349 2,917

純資産額 (百万円) 56,122 57,637 57,242

総資産額 (百万円) 77,987 81,792 81,429

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 23.53 35.22 76.07

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 23.52 35.19 75.85

自己資本比率 (％) 71.84 70.29 70.12

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容に重要な変更はありま

せん。

　また、主要な関係会社の異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 (１) 経営成績の分析

  当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、生産や輸出に回復の動きが見られ、企業収益も改善

傾向にあるなど、緩やかに持ち直してまいりました。

  当外食産業におきましては、個人消費に一部明るさが見られたものの、企業間の競争激化などから、厳

しい事業環境が続きました。

  このような状況の中、当社グループにおきましては、引き続き新規出店を推進すると共に、店舗のＱＳ

Ｃ(品質、接客、清潔感)向上、商品力の強化、効果的な販売促進活動の展開に努めました。また、「ほっと

もっと事業」において、加盟店を増加させるための取り組みを進めてまいりました。

  国内における店舗展開につきましては、新規出店を43店舗、退店を４店舗行った結果、店舗数は39店舗

増加し、2,952店舗となりました。また、改装・移転につきましては、19店舗実施いたしました。

  海外における事業展開につきましては、平成25年３月にオーストラリア連邦においてPLENUS AusT

PTY.LTD.(非連結子会社)を設立し、「やよい軒」の出店に向けた準備を進めました。

  以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、379億25百万円(前年同期比8.3％増)、営業利益は

18億82百万円(前年同期比21.0％増)、経常利益は22億66百万円(前年同期比37.2％増)、四半期純利益は13

億45百万円(前年同期比49.7％増)となりました。売上高につきましては、新規出店による店舗数の増加が

主な要因で、前年同期実績を上回りました。利益面につきましては、売上高の伸長に加え、仕入れコストの

改善等により、前年同期実績を上回りました。

 

  セグメントの業績は次のとおりであります。

①ほっともっと事業

  「ほっともっと」創設５周年を記念し、「のり弁当」の魅力を改めて訴求するキャンペーンの実施や、

「ハンバーグ弁当」のリニューアルを行うなど、定番商品の拡販に努めると共に、様々なシーンに合わせ

気軽にご利用いただける４種類の「パーティプレート」を新たに発売し、幅広いニーズへの対応を図り

ました。これらの施策に加えて、さらなるブランド価値の向上を目指し、「ほっともっと」の指針となる

ブランドプロポジション(活力ある未来につづく食事を、いつもできたてに、もっと身近に。)、及びその指

針を端的かつ象徴的に表現したブランドステートメント(fresh,friendly,fun)を制定いたしました。

  また、今後のフランチャイズ展開を推進するため、オーナーの開業資金の負担を軽減した「ユニットＦ

Ｃ制度」を活用し、新規オーナーの獲得を図ると共に、既存オーナーの多店舗化を積極的に推進いたしま

した。

  さらに、爽やかで清潔感のある洗練された空間をコンセプトとしたデザインで、機能的で居心地のよい
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店内環境にこだわった新たなタイプの店舗を開発し、展開を始めました。

  これらにより、既存店売上高は、前年同期比100.1％となりました。

  店舗展開につきましては、新規出店を34店舗、退店を３店舗行った結果、店舗数は31店舗増加し、2,690

店舗となりました。改装・移転につきましては、17店舗実施いたしました。

  以上の結果、売上高は、310億92百万円(前年同期比6.0％増)、営業利益は15億35百万円(前年同期比

11.8％増)となりました。

 

②やよい軒事業

  素材や商品のボリュームにこだわったメニューを提供することを基本に、季節感を取り入れたメ

ニューをタイムリーに発売し、他店との差別化を図りました。また、テレビＣＭを放映し、新規顧客の獲得

を図ると共に、キャンペーンを効果的に実施し、お客様の来店促進を図りました。

  これらにより、既存店売上高は、前年同期比101.4％となりました。

  店舗展開につきましては、北陸エリアに初出店するなど７店舗の新規出店を行い、店舗数は229店舗と

なりました。なお、改装を２店舗実施いたしました。

  以上の結果、売上高は59億19百万円(前年同期比19.4％増)、営業利益は３億67百万円(前年同期比

74.7％増)となりました。

 

③しゃぶしゃぶダイニングＭＫ事業 

  季節に合わせたメニューの発売や、カード会員向けに販売促進活動を行うと共に、店舗のＱＳＣのさら

なる向上に努め、お客様の来店促進を図りましたが、既存店売上高は、前年同期比98.1％にとどまりまし

た。

  店舗展開につきましては、新規出店を２店舗、退店を１店舗行った結果、店舗数は１店舗増加し、33店舗

となりました。

  以上の結果、売上高は９億13百万円(前年同期比23.9％増)、営業利益は11百万円(前年同期比120.7％

増)となりました。　

　
 (２) 財政状態の分析

  当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ３億63百万円増加し、817億

92百万円となりました。内訳は、流動資産が８億46百万円減少したこと及び固定資産が12億10百万円増加

したことであります。流動資産の減少は、現金及び預金が12億88百万円減少したこと、商品及び製品が３

億１百万円増加したこと、原材料及び貯蔵品が２億９百万円増加したことなどによるものです。また、固

定資産の増加は、有形固定資産が５億40百万円増加したこと、投資その他の資産が６億80百万円増加した

ことなどによるものです。

  負債は、前連結会計年度末に比べ30百万円減少し、241億55百万円となりました。内訳は、流動負債が88

百万円減少したこと及び固定負債が57百万円増加したことであります。流動負債の減少は、支払手形及び

買掛金が７億15百万円増加したこと、未払法人税等が７億59百万円減少したことなどによるものです。

  純資産は、前連結会計年度末に比べ３億94百万円増加し、576億37百万円となりました。これは、利益剰

余金が四半期純利益により13億45百万円増加し、剰余金の配当により９億55百万円減少したことなどに

よるものです。　

　

 (３) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はありませ
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ん。

　
 (４) 研究開発活動

特記すべき事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 92,568,000

計 92,568,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間末現在

発行数(株)
(平成25年５月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成25年７月９日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 44,392,680 44,392,680
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数
100株

計 44,392,680 44,392,680 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成25年３月１日～
平成25年５月31日

― 44,392 ― 3,461 ― 3,881
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成25年２月28日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

　 　 平成25年５月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

―
権利内容に何ら限定のない当社
における標準となる株式普通株式 6,182,500

完全議決権株式(その他) 普通株式 38,168,200 381,682 同上

単元未満株式(注) 普通株式 41,980 ― 同上

発行済株式総数 44,392,680― ―

総株主の議決権 ― 381,682 ―

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式20株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年５月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社プレナス

福岡市博多区上牟田
１丁目19番21号

6,182,500 ― 6,182,50013.93

計 ― 6,182,500 ― 6,182,50013.93

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間(平成25年３月１

日から平成25年５月31日まで)及び当第１四半期連結累計期間(平成25年３月１日から平成25年５月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 21,351 20,062

受取手形及び売掛金 2,749 2,937

商品及び製品 4,735 5,037

原材料及び貯蔵品 73 282

その他 2,884 2,619

貸倒引当金 △329 △320

流動資産合計 31,465 30,619

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 23,554 23,992

その他（純額） 9,866 9,968

有形固定資産合計 33,420 33,961

無形固定資産 452 441

投資その他の資産

その他 16,108 16,788

貸倒引当金 △18 △17

投資その他の資産合計 16,090 16,770

固定資産合計 49,963 51,173

資産合計 81,429 81,792

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,909 5,625

未払法人税等 1,632 872

賞与引当金 306 722

ポイント引当金 99 100

株主優待引当金 84 84

資産除去債務 29 11

その他 7,487 7,044

流動負債合計 14,550 14,461

固定負債

訴訟損失引当金 1,339 1,339

資産除去債務 3,880 3,966

その他 4,416 4,387

固定負債合計 9,636 9,694

負債合計 24,186 24,155

EDINET提出書類

株式会社プレナス(E03200)

四半期報告書

 9/18



(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年５月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,461 3,461

資本剰余金 4,922 4,922

利益剰余金 60,767 61,158

自己株式 △12,050 △12,050

株主資本合計 57,100 57,491

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △5 △1

その他の包括利益累計額合計 △5 △1

新株予約権 146 146

純資産合計 57,242 57,637

負債純資産合計 81,429 81,792
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
 【四半期連結損益計算書】
 【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年３月１日
　至 平成24年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
　至 平成25年５月31日)

売上高 35,025 37,925

売上原価 16,835 17,370

売上総利益 18,190 20,554

販売費及び一般管理費 16,635 18,671

営業利益 1,554 1,882

営業外収益

受取利息 17 12

受取配当金 0 0

為替差益 3 312

固定資産賃貸料 36 36

持分法による投資利益 0 4

その他 66 31

営業外収益合計 125 399

営業外費用

固定資産賃貸費用 13 12

その他 15 3

営業外費用合計 29 15

経常利益 1,651 2,266

特別利益

固定資産売却益 0 0

特別利益合計 0 0

特別損失

固定資産処分損 16 44

減損損失 1 20

災害義援金等 20 －

その他 1 6

特別損失合計 38 71

税金等調整前四半期純利益 1,613 2,194

法人税等 713 848

少数株主損益調整前四半期純利益 899 1,345

四半期純利益 899 1,345
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【四半期連結包括利益計算書】
　　【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年３月１日
　至 平成24年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
　至 平成25年５月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 899 1,345

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △6 3

その他の包括利益合計 △6 3

四半期包括利益 892 1,349

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 892 1,349

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【会計方針の変更等】

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成25年３月１日  至  平成25年５月31日)

(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成25年３月１日以後に

取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

  なお、この変更による当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える

影響は軽微であります。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年３月１日  至  平成25年５月31日)

  税金費用の計算

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用

しております。

　
【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

  偶発債務

   保証債務　

前連結会計年度
(平成25年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年５月31日)

    加盟店等　 　 145百万円　
     (当社指定業者からの仕入等の債務保証)

  当社従業員 　 １百万円 　
     (銀行借入債務保証)

 

　    加盟店等　 133百万円　
     (当社指定業者からの仕入等の債務保証)

　    当社従業員 　 １百万円 　
     (銀行借入債務保証)

 

 

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

  当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりませ

  ん。なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費含む。)は、　

次のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年３月１日
至  平成24年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年３月１日
至  平成25年５月31日)

減価償却費 1,000百万円 1,134百万円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成24年３月１日  至  平成24年５月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年1月23日
取締役会

普通株式 955 25.00平成24年２月29日 平成24年４月27日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成25年３月１日  至  平成25年５月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年１月21日
取締役会

普通株式 955 25.00平成25年２月28日 平成25年４月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成24年３月１日  至  平成24年５月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント

その他
(注)１

計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

ほっとも
っと事業

やよい軒
事業

しゃぶし
ゃぶダイ
ニングＭ
Ｋ事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

 (1) 外部顧客に
     対する売上高

(その他営業収入
を含む)

29,3264,959 737 35,023 2 35,025 ― 35,025

 (2) セグメント間の内部
     売上高又は振替高

― ― ― ― ― ― ― ―

計 29,3264,959 737 35,023 2 35,025 ― 35,025

セグメント利益又は損失
(△)

1,373 210 5 1,588 △2 1,586 △31 1,554

(注)　１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、飲食に関する事業であります。

 ２  セグメント利益又は損失の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

 ３  セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成25年３月１日  至  平成25年５月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント

その他
(注)１

計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

ほっとも
っと事業

やよい軒
事業

しゃぶし
ゃぶダイ
ニングＭ
Ｋ事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

 (1) 外部顧客に
     対する売上高

(その他営業収入
を含む)

31,0925,919 913 37,925 ― 37,925 ― 37,925

 (2) セグメント間の内部
     売上高又は振替高

― ― ― ― ― ― ― ―

計 31,0925,919 913 37,925 ― 37,925 ― 37,925

セグメント利益 1,535 367 11 1,914 ― 1,914 △32 1,882

(注)　１ 当社には、報告セグメントに含まれない事業セグメントはありません。

 ２ セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

 ３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及

び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年３月１日
至  平成24年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年３月１日
至  平成25年５月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 23円53銭 35円22銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(百万円) 899 1,345

    普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 899 1,345

    普通株式の期中平均株式数(千株) 38,210 38,210

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 23円52銭 35円19銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益調整額(百万円) ― ―

    普通株式増加数(千株) 21 31

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

　
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年７月５日

　

株式会社プレナス

取締役会  御中

　

有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    馬    場    正    宏    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    松    嶋       敦       印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    甲    斐    祐    二    印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社プレナスの平成25年３月１日から平成26年２月28日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平
成25年３月１日から平成25年５月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年３月１日から平成25年５
月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連
結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社プレナス及び連結子会社の平成25年
５月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示してい
ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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